
平塚市子ども読書活動推進計画（第４次）構成事業実績報告

事業名 区分
主な対
象者

事業概要 主な行動目標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ R5年度実績 課題や今後の方向性 担当課

目標値 試行 10 10 10 10

実績値 0 5 13 29

目標値 検討 検討 検討 試行 検討

実績値 0 0 0 0

目標値 5 5 5 5 5

実績値 6 6 6 6

目標値 1 1 1 1 1

実績値 0 1 2 2

目標値 196 108 202 202 189

実績値 108 0 0 189

目標値 60 60 60 60 60

実績値 51 50 111 197

目標値 16 16 16 16 16

実績値 11 14 17 15

乳幼児
と保護
者

保護者に赤ちゃんと絵本を楽しむ
時間を伝える子育て支援事業を実
施します。

今後も継続して実施するととも
に、広く呼びかけるため、事業
の周知を行います。

３

乳幼児を迎
える家庭に
向けた読書
活動の啓発

拡充

健康課

中央図書館

ファミリー
読書の日の
おはなし会
の実施

家庭における読書活動の推進のた
めに絵本作家などの講演会を実施
し、家庭での読書の大切さを啓発
します。

読書活動の推進の
ための事業の実施
回数（回）

外国の子どもたちに届ける翻訳
絵本をつくるワークショップ
「外国の子どもたちに届けよ
う！～翻訳絵本づくり～」（参
加者１２名）、パントマイムと
絵本の朗読を組み合わせたパ
フォーマンス「おむすびひろば
絵本＆パントマイム」（参加者
５２名）を実施しました。

中央図書館

７

公民館の家
庭教育学級
などでの読
書関連事業
の実施

継続

乳幼児
～中学
生・保
護者等

５
家庭向けの
読書事業の
実施

継続

健診や相談事業等の会場に絵本を
置くなど、家庭に向けて読書活動
の啓発を実施します。

幼児健診、育児相談、フォロー
教室、おひさまクラブ、乳幼児
ケア、ママはぐ等の場で絵本の
読み聞かせ及び待ち時間に親子
で読めるように絵本の配架をし
ました。

令和６年度の健診等の開催回数
に応じて目標値を変更しまし
た。

拡充

乳幼児
～小学
生・保
護者

ファミリー読書の
日のおはなし会実
施回数（回）

市内４館でおはなし会を合計２
９回実施しました。

重
点
取
組
1
　
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進

ブックスタートの
開催回数（回）

合計４３回の会場開催と１５４
回の個別対応を行いました。

家庭向け講
演会の実施

1

家族で翻訳絵本を作り上げるこ
とや、パントマイムと一緒に絵
本を読み聞かせすることによっ
て、本に対する親しみや家族内
での読書のきっかけになったと
感じました。引き続き、ニーズ
等を検討しながら事業を実施し
ます。

神奈川県で設定している「ファミ
リー読書の日（第１日曜日）」に
家族で参加できるおはなし会を実
施します。

指標設定せず。

中央図書館と協議まで至れな
かったため施行できませんでし
た。

R6年度試行に向けて検討するの
であれば、中央図書館と協議の
場を持ち検討します。

健診や相談事業等
での読書活動の実
施回数（回）

新規
乳幼児
と保護
者

継続
乳幼児
と保護
者

妊産婦健診や乳幼児を迎える家庭
向けイベントで子どもの読書活動
推進の啓発を行います。

乳幼児
を迎え
る家庭

協力を依頼した団
体数
（団体）

中央図書館
・健康課

公民館の児童・生徒地域参加事
業、家庭教育学級、自主事業に
おいて、「おはなし会」等を実
施しました。具体的には、公民
館の読み聞かせサークルと連携
して、絵本や紙芝居の読み聞か
せを行いました。

より多くの館で「おはなし会」
や「読み聞かせ」等を実施しま
す。また、読み聞かせサークル
と協議し、歌や手遊びを取り入
れるなど内容の充実を図りま
す。

中央公民館

市内の産婦人科や小児科、ネウ
ボラルームなどへブックスター
トのチラシの配布を依頼しまし
た。

今後も引き続き、出産後の保護
者へより広く呼びかけるため、
関係機関と連携し、事業の周知
を行います。

中央図書館

2

健康診査等
の機会を利
用した読み
聞かせなど
の推進

新規
乳幼児
と保護
者

ブックスタート後のフォローアッ
プ及び図書館利用の有無にかかわ
らずすべての家庭へ、本に触れる
楽しさを伝える機会を提供するた
めに、ボランティアによる読み聞
かせの実施に向けた検討を行いま
す。

公民館が主催する家庭教育学級な
どにおいて、家庭における読み聞
かせなどの啓発を実施します。

定例おはなし会等
の親子対象の読書
関連事業数（事
業）

６
ブックス
タート事業

4 中央図書館

ボランティアが丁寧に事業の趣
旨を伝えながら絵本を手渡しす
ることで、参加者の高い満足度
を維持するとともに、対象者が
参加しやすい機会をつくること
について、関係課等と連携して
検討します。
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平塚市子ども読書活動推進計画（第４次）構成事業実績報告

事業名 区分
主な対
象者

事業概要 主な行動目標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ R5年度実績 課題や今後の方向性 担当課

目標値 19 19 19 19 19

実績値 4 12 16 19

目標値 400 400 400 400 400

実績値 388 472 474 462

目標値 120 120 120 120 120

実績値 5 13 90 120

目標値 24 24 24 24 24

実績値 23 24 24 24

目標値 6 6 6 6 6

実績値 5 5 5 6

目標値 13 14 14 15 15

実績値 1 8 12 6

継続

乳幼児
～中学
生・保
護者等

こころと命のサポート事業で、
「命の大切さ、尊さ」をテーマと
した読み聞かせ、おはなし会など
を実施します。

読み語り等を実施
する地区数（地
区）

各中学校区子ども読書活動推進
協議会等と協働し、読み聞かせ
の活動等を通じた命の尊さを伝
える普及啓発に取り組みまし
た。
（令和５年度「いのちの尊さを
伝える本」読み聞かせ活動実
績：地区数：６地区延べ回数４
４１回、延べ人数1,734人）

保育園、こども園
での実施回数
（回）

9

子育て支援
センターで
の読書活動
の実施

継続
乳幼児
と保護
者

地域のニーズや特性を考慮しな
がら、図書館と連携して事業を
実施します。 中央公民館

取組が全地区へ広がるよう、協
議会をはじめ、学校や保育園等
へ既に実施されている読み聞か
せの中で、「いのちの尊さを伝
える本」の活用を呼びかけ、命
の大切さや尊さを伝える普及啓
発を推進します。

福祉総務課

市内１９か所の「子育て広場」
にて保育士、保育教諭が絵本、
エプロンシアター、紙芝居、パ
ネルシアターなどを使い読み聞
かせを実施しました。

中央公民館11
公民館の子
ども向け図
書の活用

継続

乳幼児
～中学
生・保
護者等

公民館の子ども向け図書を公民館
サークルなどと連携し、地域に広
く周知し、活用に努めます。

乳幼児
と保護
者

継続
開放保育な
どでの読書
活動の実施

10

子育て支援セン
ターでの実施回数
（回）

感染拡大防止のため、利用人
数、利用回数を制限して開所。
1日2回（イベント開催日を除
く）のジョイフルタイムで、手
遊びや紙芝居、パネルシア
ター、読み聞かせなどを実施し
ました。

【課題】絵本と初めて出会う親
子が多いにもかかわらず、乳児
向けの大型絵本が少ないことが
課題です。
【方向性】必要に応じて感染症
予防対策を継続しながら、大型
絵本の読み聞かせや、パネルシ
アターなどを基本とした活動を
引き続き行います。また乳幼児
が対象のため、ペープサート等
視覚を利用した教材を使い、演
じ手に注目しやすい工夫を行う
など、より多くの親子に楽しん
でいただけるように努めます。

保育課

地域の子育て家庭へ遊びの場を
提供する中で読み聞かせを行う
ことで、絵本の楽しさを知りい
ろいろな絵本に親しむ機会とな
りました。引き続き読み聞かせ
を実施し内容の充実を図ってい
きます。

公立保育園、こども園８園で未
就学児を対象として開放保育や
育児講座の中で、読み聞かせを
実施しました。 保育課

図書館から団体貸出される図書
を公民館の図書室等に配架しま
した。また、中央図書館のあお
ぞら号へ場所を提供しました。

子ども向け図書の
活用を図っている
公民館数（館）

「おはなし会」等において子ど
も向け図書を活用しました。ま
た、公民館だよりに子ども向け
図書を紹介する記事を掲載しま
した。さらに、新規に購入する
子ども向け図書の選定を各公民
館の読み聞かせサークルに依頼
し、図書コーナーに配架しまし
た。

子育て支援センターにて、子育て
アドバイザーが手遊びや絵本の読
み聞かせなどを行います。

8
子育て広場
での読書活
動の実施

継続
乳幼児
と保護
者

子育て広場にて、保育士による絵
本や紙芝居の読み聞かせやワンポ
イントアドバイス（家庭での読み
聞かせの時間の使い方のヒントな
どを知らせていく）を行います。

実施広場での実施
回数（回）

重
点
取
組
2
　
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進

13

こころと命
のサポート
事業での読
み聞かせの
実施

地域の未就園児を対象にした開放
保育などで、保育士やボランティ
アが読み聞かせなどを行います。

12
図書館と公
民館との連
携の促進

継続

乳幼児
～中学
生・保
護者等

公民館への団体貸出や、公民館と
図書館との共催による子ども向け
事業の実施など相互の連携を促進
します。

連携事業数（ブ
ロック単位での事
業も含む。）

子育て広場を主催する主任児童
委員等と連携しながら読み聞か
せを実施することで親子で一緒
に絵本を楽しむことや絵本に親
しむことができました。引き続
き主任児童委員等と連携し、読
み聞かせを実施していき、啓発
につなげていきます。

保育課

引き続き「おはなし会」等にお
いて子ども向け図書を活用しま
す。
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平塚市子ども読書活動推進計画（第４次）構成事業実績報告

事業名 区分
主な対
象者

事業概要 主な行動目標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ R5年度実績 課題や今後の方向性 担当課

目標値 1 1 1 1 1

実績値 1 1 1 1

目標値 8 8 8 8 8

実績値 8 7 8 8

目標値 80 80.5 81 81.5 82

実績値 82.3 84.4 85.4 86

目標値 80 80.5 81 81.5 82

実績値 77.5 77.4 75.6 76

目標値 3 3 3 3 3

実績値 1 3 3 3

目標値 3 3 3 3 3

実績値 1 3 3 3

教育指導課

学校図書館
（小・中）
の蔵書の充
実

16

中学校の図書の充
足率（％）

17
幼稚園教諭
への意識向
上、啓発

継続
幼稚園
教諭等

読書に関する研修会や講習会、要
請訪問などにより幼稚園教諭等の
読書活動に関する意識向上を図り
ます。

要請訪問等での読
書指導の回数
（回）

生徒や教員のニーズに合った図
書を購入しつつ、国が定めた標
準冊数を早期に確保するととも
に、古くなった図書を適切に整
備し、学校図書館内の環境整備
が必要となります。
また、学校間での充足率の格差
を是正するため、計画的な図書
の整備が必要です。

学校規模等に応じた予算のほ
か、各校一律の追加配当予算に
より図書や書架等の整備を行
い、学校図書及び学校図書館環
境の充実を図りました。 教育総務課

重
点
取
組
3
　
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進

18
学校司書の
支援の強化

継続
学校司
書

学校図書館のニーズを調査、研究
し、校内の協力体制づくりや運営
のヒント集などの支援を具体化し
ます。

研究会・検討会の
回数（回）

各学校図書館の運営に生かすた
め、連絡協議会では、「小学校
高学年から中学生を対象とした
選書について」の講演を実施し
ました。

学校司書の雇用条件があり、研
究会の実施回数が限られていま
す。その中で、各学校での読書
活動推進につながる効果的な研
究会の実施に努めていきます。

引き続き読み聞かせボランティ
アや保育士、保育教諭による読
み聞かせを実施し、園児が絵本
に親しむ機会を設けていきま
す。限られた予算の中での蔵書
の充実が課題です。

保育課

継続
小学
生・中
学生

小学校の図書の充
足率（％）

学校規模等に応じた予算のほ
か、各校一律の追加配当予算に
より図書や書架等の整備を行
い、学校図書及び学校図書館環
境の充実を図りました。

児童や教員のニーズに合った図
書を購入しつつ、国が定めた標
準冊数を早期に確保するととも
に、古くなった図書を適切に整
備し、学校図書館内の環境整備
が必要となります。
また、学校間での充足率の格差
を是正するため、計画的な図書
の整備が必要です。

教育総務課

幼稚園・こども園では毎日絵本
の読み聞かせが行われており、
各園の蔵書整備の支援や読み聞
かせの実技研修を受ける機会を
用意する必要があります。

教育指導課

学校図書館図書標準などに基づい
た蔵書の整備をすすめます。

継続
小学
生・中
学生

読書活動を実施し
ている保育園、子
ども園数（園）

保育士、保育教諭、地域のボラ
ンティアによる読み聞かせを実
施しました。「いのちの尊さを
伝える本」のリストを活用し読
み聞かせに取り入れました。親
子で楽しめるよう絵本の貸し出
しを実施しました。

15
保育園など
での読書活
動の実施

継続

保育園
児・こ
ども園
児

保育園、こども園などでの絵本の
読み聞かせなどを実施します。

14
学校司書の
新任者研修

拡充
学校司
書

新任の学校司書に、基本的な知識
や技術を学ぶ研修を実施します。

研修の実施回数
（回）

令和５年１０月に、学校司書経
験１年以内の学校司書を対象に
新任者研修を実施しました。

学校司書は有資格者を採用して
いますが、司書資格を取得後、
実務経験のないまま学校へ配置
されることが多くあります。そ
のため、学校司書のうち新任者
に対し、基本的な知識や技術を
学び直す研修を実施する必要が
あります。
また、より児童生徒が学校図書
館に行きたいと思う体制づくり
のため、学校における学校図書
館の在り方について学ぶ必要が
あります。

教職員課

要請訪問での指導助言により、
読書活動に対する教職員の意識
向上を図りました。

3



平塚市子ども読書活動推進計画（第４次）構成事業実績報告

事業名 区分
主な対
象者

事業概要 主な行動目標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ R5年度実績 課題や今後の方向性 担当課

目標値 3 3 3 3 3

実績値 1 3 3 3

目標値

実績値

目標値 43 43 43 43 43

実績値 43 43 43 43

目標値 1 1 1 1 1

実績値 0 1 1 1

目標値 1 1 1 2 2

実績値 1 1 1 1

目標値 160 160 160 160 160

実績値 5 23 138 134

目標値 95 95 95 95 95

実績値 100 92 95 95

目標値 20 20 2 2 2

実績値 7 0 4 12

子ども向け映画会
の実施回数（回）

夏休みや春休み期間中、また
GWやクリスマスにも子ども向
けの映画会を開催しました。

令和５年度から映画会の開催を
委託しました。子どもたちへ読
書の推進を図るため、引き続き
実施します。

中央図書館26
子ども向け
映画会の実
施

継続
乳幼児
～保護
者

子ども向け映画会を実施し、読書
活動の推進を行います。

おはなし会の実施
回数（回）

市内４館でおはなし会を合計１
３４回実施しました。

定期的に実施することで利用者
にも認知されているため、今後
も継続して実施します。 中央図書館

25
子どもたち
の調べもの
支援の充実

拡充
幼児～
大学生

子どもたちが自ら調べものができ
るように、情報提供・環境の整備
やレファレンスサービスを実施し
ます。

一日図書館員で本
の探し方が分かる
ようになったと答
えた割合（％）

調べものクイズを通して、NDC
や本の探し方を説明しました。

令和５年度から一日図書館員を
委託しました。今後も工夫をし
て、子どもたちに楽しみながら
本の探し方を分かってもらえる
ように努力します。

中央図書館

24

すべての子
どもたちの
ためのおは
なし会

拡充

乳幼児
～小学
生と保
護者

年齢、母語とする言語や障がいの
有無にかかわらず楽しめるおはな
し会を実施します。

展示やイベントの
回数（回）

夏休みの宿題を題材に図書館や
図書館資料の使い方を伝える
「図書館でポスター・標語の宿
題に挑戦しよう」（参加者４
名）を実施しました。

引き続き、読書を通じて子ども
たちの文章を読み解く力、文章
を書く力、伝える力等を養う事
業を検討します。 中央図書館

中央図書館こども室で「SDGs
のひみつ～SDGsがわかる本
～」の展示を行いました。

引き続き、新しい課題に関連す
る図書の展示や紹介、イベント
等に積極的に取り組みます。 中央図書館23

ＳＤＧｓな
ど新しい課
題への支援

新規
小学生
～保護
者

「SDGs（エス・ディー・ジー
ズ）」などの新しい課題を子ども
たちが解決するために必要な関連
図書の展示、紹介や読書に絡めた
イベントなどを積極的に行いま
す。

学校図書館活用支
援事業計画を策定
している学校数
（校数）

小学校教育研究会図書館教育部
会及び中学校教育研究会学校図
書部会において作成された各学
校の読書活動計画をもとに、４
３校に配置された学校司書と司
書教諭による指導が行われまし
た。

各学校で作成された読書活動計
画を定期的に見直していくとと
もに、計画に合わせた読書指導
に学校全体で取り組むよう努め
ていきます。

教育指導課

22
実践型イベ
ントの実施

新規
小学
生・中
学生

読書を通じて、子どもたちが自ら
考え表現する能力を身につけるた
めの読書感想文講座やビブリオバ
トルなどの実践型イベントを実施
します。

事業の実施回数
（回）

21

学校図書館
活用支援事
業計画の作
成、読書の
時間の充実

継続

教員・
学校司
書・図
書ボラ
ンティ
ア

読書指導の充実を図るため学校図
書館活用支援事業計画の作成や読
書の時間の確保に努めます。

学校司書の雇用条件があり、研
究会の実施回数が限られていま
す。その中で、各学校での読書
活動推進につながる効果的な研
究会の実施に努めていきます。

教育指導
課・教育
研究所

20
教科などと
の連携の強
化化

継続
教員・
学校司
書

学校図書館の環境整備を促進する
ため教科や学校行事と学校図書館
の連携を推進します。

指標設定せず。

市内４３校に「学校図書館ガイ
ドライン」（文部科学省）を再
周知しました。また、「学習指
導要領」の内容について確認
し、学校全体で読書指導の改
善・充実を図ることを周知しま
した。

司書教諭と学校司書以外の教職
員にも学校図書館を活用した授
業の有効性を理解してもらう必
要があります。まずは、各校で
の学校図書館を活用した授業例
等の情報交換を充実させていき
ます。

教育指導課

19

司書教諭、学
校司書の情報
共有、意見交
換の充実化

司書教諭、学校司書の学校図書館
の運営や図書システムに関する情
報交換や意見交換の場の充実を図
ります。

情報交換会・意見
交換会等の回数
（回）

継続
教員・
学校司
書

市内４３校の学校司書または司
書教諭が参加する連絡協議会を
３回開催し、学校図書館の活用
や読書活動の充実について情報
交換を行いました。

重
点
取
組
3

　
学
校
に
お
け
る
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も
読
書
活
動
の
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進

重
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活
動
の
推
進
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平塚市子ども読書活動推進計画（第４次）構成事業実績報告

事業名 区分
主な対
象者

事業概要 主な行動目標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ R5年度実績 課題や今後の方向性 担当課

目標値 26 26 26 26 26

実績値 2 26 26 32

目標値 2,100 2,110 2,120 2,130 2,140

実績値 1,994 2,099 1,412 1,487

目標値 60 63 66 69 72

実績値 129 112 126 155

目標値 4 4 4 4 4

実績値 3 1 2 2

目標値 15 15 15 15 15

実績値 0 13 19 16

目標値 2 2 3 3 3

実績値 1 0 0 0

目標値 5 5 6 6 7

実績値 3 3 0 2

目標値 96 96 96 96 96

実績値 0 8 8 53

継続

ボランティ
アと協働し
た事業の実
施

34

重
点
取
組
5
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
に
よ
る

子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進

保育課

中高校生等が幼児に読む絵本を
探すことで絵本に触れる良い機
会となり、読み聞かせの楽しさ
を体験できたと思います。今後
も職場体験やボランティア活動
等での読み聞かせを実施してい
きます。

職場体験学習やボランティア活
動等での中高校生等の受け入れ
時に園児への読み聞かせを体験
してもらい、絵本を介して園児
と中高校生等との交流の機会を
設けました。

中高生がボランティアとして保育
園などで読み聞かせを行うなどの
協働した事業を実施します。

保育園、児童クラ
ブなどでの実施回
数（回）

保育園
児・こ
ども園
児等

中央図書館

ボランティア活動
に対する支援の検
討及び実施回数
（回）

図書ボランティアのよりよい活動
のため、各中学校区子ども読書活
動推進協議会の運営方法など、
ニーズに合わせた支援を検討して
いきます。また、休会している中
学校区の子ども読書活動推進協議
会や構成団体（学校等）の状況を
把握し、活動を支援します。

33

図書ボラン
ティアの活
動に対する
支援と援助

拡充
図書ボ
ラン
ティア

32
図書ボラン
ティア人材
登録の検討

新規
図書ボ
ラン
ティア

図書ボランティアがよりよい活
動を実施できるよう、事業周知
補助や各中学校区子ども読書活
動推進協議会の運営方法の検
討、休会している地区・学校へ
のアプローチ等、多角的に支援
を進めていきます。

各中学校区子ども読書活動推進
協議会の代表者会議で今後の委
託金について等検討しました。

引き続き、図書ボランティアや
潜在的ボランティアのニーズを
探るとともに、他市の状況を調
査して体制づくりのための検討
や具体化を進めていきます。

各中学校区子ども読書活動推進
協議会の代表者会議で検討に至
りませんでした。

中央図書館
体制づくりの検討
回数（回）

図書ボランティア人材登録につい
て、市内のニーズや他市の状況を
調査し、適切な支援を行うための
体制づくりの検討や具体化を進め
ていきます。

高校生・大学生のインターンシッ
プなどの受入れをします。

インターンシッ
プ、ボランティア
等の受入人数
（人）

31

重
点
取
組
4

図
書
館
に
お
け
る
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ど
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書
活
動
の
推
進

高校生・大
学生のイン
ターンシッ
プなどの受
入れ

高校
生・大
学生

継続

東海大、神奈川大
等との連携事業数
（事業）

東海大学グローカルフェスタに
中央図書館として参加、「東海
大生おすすめ本」展示を中央図
書館にて行いました。

引き続き、平塚市民に向けて、
大学図書館との交流事業のPRを
行います。 中央図書館

相模女子大学からの図書館司書
課程実習生、各学校からの依頼
で高校生のインターンシップ、
職員課からのインターンシッ
プ、東海大学司書課程履修学生
のインターンシップの受け入れ
をしました。また、夏休み・冬
休み期間に中高生の図書整理ボ
ランティアを実施しました。

引き続き、図書館司書を目指す
学生、図書館に興味を持ってく
れている生徒・学生のインター
ンシップやボランティアの受け
入れを行います。 中央図書館

30

大学図書
館・高校図
書館との連
携事業の実
施

中学生
～大学
生

継続

大学図書館の蔵書の展示や高校図
書館への事業の協力など、大学図
書館・高校図書館との連携事業を
実施します。

全館蔵書点数
（点）

利用者にとって使いやすい書籍
や資料を購入しました。

引き続き利用者にとって使いや
すい書籍や資料を購入し、利用
者に提供します。 中央図書館

29

来館出来な
い子どもた
ちへの出前
図書館

継続

支援を
必要と
する子
ども

来館出来ない子どもたちのため
に、出前図書館や団体貸出を行い
ます。

出前図書館・団体
貸出の貸出件数
（件）

目標より多くの貸出件数があ
り、来館できない方への読書の
機会を提供することができまし
た。

今後も多くの来館できない方へ
読書の機会を提供するため、よ
り多くの方に利用案内をしてま
いります。

中央図書館

28

支援を必要
とする子ど
もたちへの
資料提供

継続

支援を
必要と
する子
ども

障がいのある子どもたちや外国語
が母語の子どもたちが使いやす
い、録音図書・大活字図書・点字
図書・洋書・デイジー資料（児童
書）を収集・提供します。

27
一日図書館
員の実施

継続 小学生
夏休みに図書館の仕事を体験した
り館内を見学したりします。

一日図書館員の実
施回数（回）

市内４館で一日図書館員を実施
しました。全館合計の定員が
240人のところ381人の応募が
ありました。43人の欠席があっ
たものの、計197人の参加があ
りました。

令和５年度から一日図書館員を
委託しました。図書館への関心
や理解を深めてもらうため、引
き続き実施します。 中央図書館

5



平塚市子ども読書活動推進計画（第４次）構成事業実績報告

事業名 区分
主な対
象者

事業概要 主な行動目標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ R5年度実績 課題や今後の方向性 担当課

目標値 36 36 36 36 36

実績値 26 33 36 35

目標値 35 35 37 37 39

実績値 39 39 39 39

目標値 10 10 10 10 10

実績値 0 2 1 2

目標値 3 3 4 4 4

実績値 2 0 0 2

目標値 3 3 3 3 3

実績値 1 3 3 3

目標値 10 10 10 10 10

実績値 0 7 41 49

目標値 2 2 3 3 3

実績値 3 2 2 2

目標値 12 12 12 12 12

実績値 47 53 66 61

重
点
取
組
6

子
ど
も
読
書
活
動
の
啓
発
の
推
進

子ども向け
情報発信

42 拡充
乳幼児
～保護
者

中央図書館

各中学校区子ども読書活動推進
協議会についての理解を深めて
いただくため、ホームページや
機関誌といった各種媒体を利用
し、ＰＲに努めます。

読書活動ネットワーク通信「Ｌ
ＩＮＫ」を２回発行しました。
また、「第1２回本読みマラソ
ン」で協議会の紹介ポスターを
作り、掲示しました。

図書館の各事業、読書活動ネット
ワーク通信「ＬＩＮＫ」、市の
ホームページなどで各中学校区子
ども読書活動推進協議会の活動を
ＰＲします。

PRの実施回数
（回）

中央図書館の赤ちゃんおはなし会
開催日に合わせ、「赤ちゃんタイ
ム」を設定し、乳幼児連れの保護
者の方に、気兼ねなく図書館を利
用していただきます。

乳幼児
～保護
者、来
館者

新規
赤ちゃんタ
イム

40

子ども向けの本の紹介や子ども
向けイベント情報等を定期的に
更新しました。また、ツイッ
ターでも積極的に発信しまし
た。（更新件数６１件の内、ツ
イッター投稿件数２４件）

今後も引き続き、図書館ホーム
ページやツイッターを使用し、
子どもたちや子どもの読書活動
に関わる方に向けた情報発信を
行います。

中央図書館

子ども向けホーム
ページの更新件数
（件）

図書館ホームページの子ども向け
ページに、子ども読書活動推進に
関わる情報を掲載します。

各中学校区子
ども読書活動
推進協議会の
活動PR

41
市民
（保護
者等）

拡充

学校や関係機関等
での検討回数
（回）

市内４３校の司書教諭、学校司
書が参加する回において、「司
書教諭、学校司書、ボランティ
アの連携」をテーマの一つとし
て情報交換や事例報告を行いま
した。

充実した学校図書館の整備に図
書ボランティアの力は欠かせま
せん。在校生、保護者等が気軽
に参加できるような工夫や配慮
が必要だと考えます。

教育指導課

今後も引き続き、乳幼児連れの
保護者の方を含め広く呼びかけ
るため、事業の周知を行いま
す。

赤ちゃんタイムを合計４９回実
施しました。（赤ちゃんおはな
し会と同時開催）赤ちゃんタイムを

設定した回数
中央図書館

39
学校や関係
機関などと
の協力強化

継続
教員・
学校司
書

学校や関係機関などと連携し、ボ
ランティア活動の機会の拡大や参
加しやすい環境をつくります。

継続

ボランティ
ア向けの講
習会などの
実施

37 中央図書館

38
ボランティ
アへの情報
提供の促進

継続
図書ボ
ラン
ティア

ボランティア支援に関する情報提
供を促進します。

代表者会議・情報
交換会等での提供
回数（回）

各中学校区子ども読書活動推進
協議会の代表者会議を開催し、
情報提供を行いました。

会議の開催方法を検討していく
とともに、ボランティアが参加
しやすい場づくりに努め、情報
提供に努めます。

中央図書館

ボランティア向けの講習会を2
回開催しました。（「初心者向
け　紙芝居講座」、「ブックス
タートボランティア講習会」）

今後もボランティアが必要とし
ている支援を継続します。講師派遣や講習会

等の実施回数
（回）

ボランティア活動を支援する講習
会の開催や講師派遣を行います。

図書ボ
ラン
ティア

継続

子どもの家
などでの読
み聞かせの
実施

35 青少年課

36

図書ボラン
ティアとの
協働による
読書活動の
推進

各中学校区子ども読書活動推進協
議会を中心に、市内で活動してい
る図書ボランティアと協働して全
市的な読書活動を推進します。

ボランティアが所
属している学校数
（校）

継続
図書ボ
ラン
ティア

各中学校区子ども読書活動推進
協議会の代表者会議を開催し、
意見交換を行いました。

協議会の運営について現場の意
見を聞きよりよい方法を共有し
ます。 中央図書館

参加者が０人の回もあるため、
チラシ配架やポスター掲示によ
り、広く認知度を高めるための
PR活動支援を行っていきます。

みなと子どもの家、山城子ども
の家、大野子どもの家の３館で
月に１回開催し、絵本の読み聞
かせだけでなく、紙芝居等も行
い、内容は充実しています。９
月８日分は台風により臨時休館
したため開催しませんでした。

子どもの家等での
読み語りの回数
（回）

市内４館の子どもの家での読み聞
かせなどの読書活動を実施しま
す。

乳幼児
～中学
生・保
護者等
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平塚市子ども読書活動推進計画（第４次）構成事業実績報告

事業名 区分
主な対
象者

事業概要 主な行動目標 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ R5年度実績 課題や今後の方向性 担当課

目標値 43 43 43 43 43

実績値 43 43 43 43

目標値 3 3 3 3 3

実績値 1 3 3 3

目標値 5 5 6 6 6

実績値 3 4 3 4

中央図書館

今後も引き続き、ボランティア
と協働しながら情報発信等に努
めます。

読書活動ネットワーク通信「Ｌ
ＩＮＫを２回発行しました（2
７、２８号）。また、「第1２
回本読みマラソン」「あんどん
をぬろう」を開催し、ボラン
ティアの情報交換の場となる事
業を開催しました。

45
子ども読書
活動情報発
信の充実

読書活動ネットワーク通信「ＬＩ
ＮＫ」を発行するほか、情報交換
の場となる事業を開催し、ボラン
ティアとの協働による情報発信の
充実に努めます。

読書ネットワーク
通信「ＬＩＮＫ」
などの発行回数と
事業実施回数
（回）

継続
図書ボ
ラン
ティア

市内４３校で図書だよりの発行
を行い、新着図書の紹介等を通
して、読書活動の啓発を行いま
した。

今後も情報交換等を通して、各
校で作成される図書だよりの充
実に努めていきます。 教育指導課

中央図書館

参加型のイベントは子どもたち
に普段手に取らない本を楽しん
でもらうきっかけとして読書推
進の効果が高いため、今後も工
夫して実施していきます。

こどもきぃぷ（28号）を発行し
ました。子ども読書の日記念事
業として、イベント「よんでみ
よう！たまごの本」、展示「た
まごの本」を実施しました。

図書だよりを発行
している学校数
（校）

44
子ども読書
の日の啓発

継続
幼児～
保護者

４月２３日の「子ども読書の日
＊」に、子どもたちの読書活動を
推進するため記念事業を実施しま
す。

イベント実施およ
びこどもきいぷの
発行回数（回）

43

学校図書館
の図書だよ
りなどの充
実

継続

小学
生・中
学生・
保護者

児童・生徒・保護者への読書活動
の啓発のため、図書だよりなどの
広報活動について、図書館などと
連携し、内容の充実を図ります。

重
点
取
組
6

子
ど
も
読
書
活
動
の
啓
発
の
推
進

7


